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2はじめに

◼ 第11回再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会（2018年12月26日）において、
以下の通り、再エネ予測精度向上に係る取り組みが整理された。

✓一般送配電事業者の再エネ予測誤差の削減が効果的に行われているか、広域機関が適正に監視・確認する
仕組みとした上で、なお生じざるを得ない相応の予測誤差が残る場合には、これに対応するための調整力の確保
にかかる費用について、その負担の在り方を検討する。

◼ また、第38回本委員会（2019年4月19日）において、以下の通り、具体的な取り組み内容を整理した。

✓一般送配電事業者の再エネ予測精度向上に向けての取り組みについては、広域機関としても本委員会において、
その取り組み状況を確認し、好事例を展開・共有化していくこととする。

◼ その後、再エネ予測精度向上のためには、一般送配電事業者が気象会社から入手している気象情報の精度向上
が必要であることから、気象の専門家を含む関係者で「太陽光発電における出力予測精度の向上に向けた勉強会
兼 連絡会」（以下、「旧気象勉強会」という。）を開催し、議論を行ってきた。

◼ 本年度からは、新規のNEDO事業内において、「NEDO 発電量高度予測に向けた日射量高精度予測技術開発
気象勉強会 兼 連絡会」 （以下、「気象勉強会」という。）を開催し、日射量予測技術の開発状況や活用状況、
調整力確保量低減に向けた取り組み等に関して、気象の専門家を含む関係者間で議論を行うこととなった。

◼ 2025年12月8日に開催された新たな気象勉強会において、広域機関からは、信頼区間幅予測を活用した三次
調整力②（以下、「三次②」という。）の必要量低減に向けた技術実装の今後の方向性についての報告を行った。
また、日本気象協会からは、気象勉強会の枠組みや、新規NEDO事業の概要、過年度NEDO事業成果の社会
実装の状況、及び、今後の気象勉強会の方向性が示された。

◼ これらを踏まえて、今回、現時点における三次②必要量低減への取り組み状況と、今後の再エネ予測精度向上に
向けた取り組みの方向性について整理したので報告させていただくこととする。



3（参考） 第11回再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会

出所）第11回再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会（2018年12月26日）資料4をもとに作成
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/011_04_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/011_04_00.pdf


4（参考） 第38回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会

出所）第38回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2019年4月19日）資料3-2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chousei_jukyu/38.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chousei_jukyu/38.html


5（参考） 旧気象勉強会の概要（～2024年度）

出所）第103回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2024年11月26日）資料1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chousei_jukyu/103.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chousei_jukyu/103.html


6NEDO発電量高度予測に向けた日射量高精度予測技術開発 気象勉強会 兼 連絡会の概要

◼ 今年度からの気象勉強会は、新規NEDO事業の一部として開催されることとなり、NEDO事業の代表委託先である
日本気象協会が新たに事務局となったが、日射量予測技術の開発および活用状況、調整力確保量低減に向けた
取り組み等に関して、関係者で情報を共有・連携し、有識者の意見等も確認しながら、ブラッシュアップを行うといった
実施目的に関してはこれまでの旧気象勉強会と同様である。

◼ なお、本気象勉強会は、NEDO事業の技術開発の進行状況他などの内容を含むため、会議は原則非公開とする。

◼ ただし、気象勉強会に用いた資料および議事概要等については、NEDO及び事務局の了解のもと、広域機関や国
の審議会等において、必要に応じて報告・引用※する。

NEDO・日本気象協会
(エネ庁)

一般送配電事業者 広域機関

対応事項 再エネ予測精度向上※1 再エネ予測値から
調整力（電力）への変換

必要量低減に向けた
ルール検討

詳細
(例)

✓ 前日・当日予測の基盤モデル開発
✓ AIベースアンサンブル予測技術の開発
✓ 気象庁最新予報モデルの評価と活用

技術の開発
✓ 各種モデルの統合技術と信頼度予測

技術の開発
✓ 発電量予測技術の開発
✓ 過年度NEDO事業技術の社会実装※3

✓ 複数エリアでの共同調達※2

✓ 既存のアンサンブル予報の活用
✓ 効率的な調達の実施
✓ 取引単位30分化の実施
✓ 信頼区間幅予測の導入検討

✓ 必要量低減に向けた施策検討・審議
✓ 効率的な調達の検討
✓ 信頼区間幅予測の活用検討

【三次②必要量低減の取り組み体制】

※1 新規NEDO事業は、2029年度までの5ゕ年計画で「前日夕方から当日朝時点で用いる日射量予測技術の開発他」を実施。

※2 運用負担を考慮した必要量低減施策として、より効果の高い取引単位30分化施策と入れ替える形で現在休止中。

※3 過年度NEDO事業での開発技術の社会実装に関しては、日本気象協会と一般送配電事業者にて実施。

※本資料における引用はNEDO及び事務局了解済.。



7（参考） NEDO発電量高度予測に向けた日射量高精度予測技術開発気象勉強会兼連絡会
[2025年12月08日] 

＜参加者＞（五十音順）

・ 大関 崇 国立研究開発法人産業技術総合研究所
再生可能エネルギー研究センター 統括研究主幹

・ 鈴木 靖 政策研究大学院大学 防災危機管理コース 講師
防災政策研究会 気象防災委員長

・ 新野 宏 東京大学 名誉教授
東京大学大気海洋研究所 特任研究員

・ 新エネルギー・産業技術総合開発機構 (事業主体)
・ 一般財団法人日本気象協会 (事務局)
・ 一般社団法人 送配電網協議会
・ 一般送配電事業者10社
・ 気象庁
・ 資源エネルギー庁
・ 電力広域的運営推進機関

＜議題＞
①「NEDO発電量高度予測に向けた日射量高精度予測技術開発 気象

勉強会 兼 連絡会」について
②NEDO事業「発電量高度予測に向けた日射量高精度予測技術開発」の

取り組みについて
③過年度NEDO事業「翌日および翌々日程度先の日射量予測技術の開発」

の成果の社会実装に向けた取り組み状況について
④三次調整力②必要量低減に向けた技術実装の方向性について
⑤今後の対応の方向性について

＜今後の対応＞
・新規NEDO事業については、各技術開発の計画に基づく取り組みを推進し、
今後の気象勉強会で開発状況を共有する

・過年度NEDO事業成果の実装については、導入効果の確認と導入時期等
をTSOと確認・調整を行いながら推進し、今後の勉強会で状況を共有する

・信頼区間幅予測を活用した必要量低減施策については、今後の検証に際
しての連携を行い、新規NEDO事業における技術開発へフィードバックする

◼ NEDO事業における日射量予測技術の開発状況や活用状況、調整力確保量低減に向けた取り組み等に関して、
関係者で情報を共有・連携を行うとともに、有識者の意見等も確認しながら、ブラッシュアップを行うことを目的とし、
2025年12月8日に今年度の気象勉強会を開催した。

◼ 気象勉強会では、過年度NEDO事業の検討状況に関する報告や、新規NEDO事業に関する情報提供、および、
三次②必要量低減に向けた足下の取り組み状況についての意見交換を実施した。

◼ 新規NEDO事業は着実な推進を行うとともに、過年度NEDO事業での開発技術の実装については、着実に検討・
実装を進め、状況については今後の気象勉強会でも共有されることとなった。



8（参考） 今年度の気象勉強会における議論

＜主なご意見＞

✓ 勉強会を通して、過年度のNEDO事業の成果がどのように実装される予定か情報共有があり理解が進んだ。最初は様々な手法を
試すことは重要だが、手法の有効性を踏まえ、最終的にはなるべくシンプルな手法として実装ができるとよいと考えている。

✓ 利用者である OCCTOなどが参加し、取り組みを紹介いただく事は新規NEDOプロジェクトを進めていくためにも有意義であると思う。
新規 NEDOプロジェクトの開発項目はそれによる効果が期待でき、また求められているものと認識している。

✓ 本勉強会が、様々なステークホルダーが参加する中で運用・制度設計の面からの意見交換の場となれば良い。技術開発は粛々と
実行する一方で、電力制度・運用といった観点からのニーズを伺うことや逆に技術開発の成果に合わせて制度の方向性を検討すると
いったことも考えられる。

出所）NEDO 発電量高度予測に向けた日射量高精度予測技術開発 気象勉強会 兼 連絡会（2025年12月8日）資料7をもとに作成
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11三次②の対応する事象

◼ FIT特例制度においては、一般送配電事業者が前日に再エネ出力を予測して小売電気事業者に配分し、

小売電気事業者はそれを発電計画値として採用しており、実需給まで計画の見直しを行わないこととなっている。

◼ このため、一般送配電事業者は、「前日から実需給に至るまでに発生するFIT予測誤差」に対応する調整力を確保

する必要があり、このうち「前日～GC断面の再エネ予測誤差」を三次②として調達することとしている。

前日

FIT
特例制度①③

（調整主体）

～週間

三次②で対応

送配電

GC

• GC以降に生じる変動を調整
• 前日以降に生じる再エネ予測

誤差を調整

実需給

小売・発電

再エネ予測誤差(前日~GC)

時間内変動(需要、再エネ)

電源脱落

需要予測誤差(GC~実需給)

再エネ予測誤差(GC~実需給)

インバランスの発生を回避するように、GCまでの発電計画と需要計画を調整
（計画値同時同量）

一次、二次①、二次②、三次①で対応

出所）第11回 再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会（2018年12月26日）資料3をもとに作成
http://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/011_03_00.pdf

http://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/011_03_00.pdf


12三次②必要量の算定方法について

◼ 三次②は再エネ予測誤差に対応する調整力であり、その必要量は、過去の予測誤差実績をもとに算出している。

◼ 具体的には、過去の再エネ予測誤差実績データ※1を元に、出力帯別予測誤差の過去最大相当である3σ相当値
を算出※2して、事前に三次②必要量テーブル（信頼度の高さに応じた２種類のもの※3）を準備することとしている。

◼ その上で、三次②必要量算定においては、翌日の予測信頼度と各ブロックにおける出力予測量（日射量予測）に
応じて、必要量テーブルの出力帯の値を選択することで、日々の必要量を決定し、市場調達をすることとしている。

「前日予測値ー実績値」
の再エネ予測誤差の3σ

「GC予測値ー実績値」
の再エネ予測誤差の3σ

三次②
必要量

予測信頼度により用いるテーブル
を選択し、各ブロックの出力予測
に応じて、必要量を決定する

算定式にもとづき必要量を算出

必要量の決定

例:４月におけるブロック4、
出力予測値50~60%の場合、
該当する必要量テーブルの量を募集する

4月
ブロック1

(0時～3時)

ブロック2

(3時～6時)

ブロック3

(6時～9時)

ブロック4

(9時～12時)

ブロック5

(12時～15

時)

ブロック6

(15時～18

時)

ブロック7

(18時～21

時)

ブロック8

(21時～24

時)

0～10% 5.5 7.9 10.9 14.0 17.1 20.1 23.2 85.1

10～20% 0.0 72.0 145.0 218.1 291.2 364.3 36.6 0.0

20～30% 0.0 53.8 326.6 497.0 667.5 278.7 46.6 0.0

30～40% 0.0 144.8 708.1 1271.5 1241.3 108.9 56.6 0.0

40～50% 0.0 18.0 621.0 1147.1 1038.5 329.7 66.7 0.0

50～60% 0.0 138.8 533.8 1022.7 1207.6 1159.0 35.0 0.0

60～70% 0.0 40.3 612.2 1100.9 1589.7 1293.1 23.8 0.0

70～80% 0.0 97.9 522.5 907.4 1347.1 1154.2 12.7 0.0

80～90% 0.0 104.0 432.9 943.2 1104.4 1015.2 107.2 0.0

90～100% 0.0 54.3 628.7 979.0 1021.6 1064.3 50.0 0.0

4月
ブロック1

(0時～3時)

ブロック2

(3時～6時)

ブロック3

(6時～9時)

ブロック4

(9時～12時)

ブロック5

(12時～15

時)

ブロック6

(15時～18

時)

ブロック7

(18時～21

時)

ブロック8

(21時～24

時)

0～10% 5.5 7.9 10.9 14.0 17.1 20.1 23.2 85.1

10～20% 0.0 72.0 145.0 218.1 291.2 364.3 36.6 0.0

20～30% 0.0 53.8 326.6 497.0 667.5 278.7 46.6 0.0

30～40% 0.0 144.8 708.1 1271.5 1241.3 108.9 56.6 0.0

40～50% 0.0 18.0 621.0 1147.1 1038.5 329.7 66.7 0.0

50～60% 0.0 138.8 533.8 1022.7 1207.6 1159.0 35.0 0.0

60～70% 0.0 40.3 612.2 1100.9 1589.7 1293.1 23.8 0.0

70～80% 0.0 97.9 522.5 907.4 1347.1 1154.2 12.7 0.0

80～90% 0.0 104.0 432.9 943.2 1104.4 1015.2 107.2 0.0

90～100% 0.0 54.3 628.7 979.0 1021.6 1064.3 50.0 0.0

信頼度の高さに応じた２種類のテーブル
（月/時間帯/出力帯ごと）を作成

三次②必要量算定と必要量テーブル作成

母集団データ
→ 過去の予測誤差データ

（予測値・実績値）

※2 三次②必要量算定式：「前日予測値-実績値」の3σ相当値 - 「GC予測値-実績値」の3σ相当値
効率的な調達の導入後、メイン取引において、被減数側は1σ相当値に変更（減数側は1σ固定）
また、2026年度からは複合商品の調達量に応じて減数側の控除量(1σ or 3σ)の使い分けを実施

※1 2026年度テーブルからは過去3ゕ年データを使用（それ以前は2か年データを使用）

4月
ブロック1

(0時～3時)

ブロック2

(3時～6時)

ブロック3

(6時～9時)

ブロック4

(9時～12時)

ブロック5

(12時～15

時)

ブロック6

(15時～18

時)

ブロック7

(18時～21

時)

ブロック8

(21時～24

時)

0～10% 5.5 7.9 10.9 14.0 17.1 20.1 23.2 85.1

10～20% 0.0 72.0 145.0 218.1 291.2 364.3 36.6 0.0

20～30% 0.0 53.8 326.6 497.0 667.5 278.7 46.6 0.0

30～40% 0.0 144.8 708.1 1271.5 1241.3 108.9 56.6 0.0

40～50% 0.0 18.0 621.0 1147.1 1038.5 329.7 66.7 0.0

50～60% 0.0 138.8 533.8 1022.7 1207.6 1159.0 35.0 0.0

60～70% 0.0 40.3 612.2 1100.9 1589.7 1293.1 23.8 0.0

70～80% 0.0 97.9 522.5 907.4 1347.1 1154.2 12.7 0.0

80～90% 0.0 104.0 432.9 943.2 1104.4 1015.2 107.2 0.0

90～100% 0.0 54.3 628.7 979.0 1021.6 1064.3 50.0 0.0

※3 アンサンブル予測である信頼度階級予測による必要量算定手法（2023年度～）



13（参考） 三次②必要量算定の考え方
※現在は、前々日予測ではなく、前日予測を用いている点に留意

出所）第７回需給調整市場検討小委員会（2018年11月13日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/7.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/7.html


14三次②の効率的な調達について

◼ 三次②の効率的な調達は、メイン取引において1σ相当値を市場調達し、再エネ予測値が大きく下振れした場合※

は、余力活用により追加で3σ相当値まで調達を行う取り組みであり、2024年7月から導入している。

【三次②の効率的な調達イメージ】

追加
調達

市場
調達

募
集
量

調整力必要量は、
過去実績の3σ相当値

必要と判断する断面のみ
追加調達し、計3σ相当値確保

募
集
量追加調達判断

需給調整市場で
1σ相当値を調達

1σ相当値

3σ相当値

調達
済み

-3σ 3σ

2σ

1σ

-2σ

-1σ

約99.87%
程度をカバー

調整力が必要となる
事象のうち約84.14%
程度をカバー

調達
済み

募
集
量

追加調達不要
（年間の約84%）

追加調達必要
（年間の約16%）

OR

調
整
力
必
要
量

3σ

1σ

最大値相当の調整力が必要となる断面は存在

調整力必要量の
実績イメージ

時間

3σ相当確保
することで

余剰となる部分

効率的な調達
により確保不要
（コスト削減）

※ 三次②必要量算定に用いる前日6時予測値と比較して、前日15時予測値が下振れする断面で閾値を設けて追加調達を判断



15（参考） 三次②の効率的な調達導入後の調達フロー

◼ 効率的な調達を導入することで、前日の需給調整市場において1σ相当値（誤差実績の84%程度をカバー）を
調達し、再エネ予測値の下振れ等で誤差が大きくなると想定される（1σでカバーできない16%程度の）断面では、
余力活用により調整力を追加調達することで市場で調達した調整力と合わせて3σ相当値の調整力を確保すること
としている。

◼ 具体的には、前日15時の再エネ予測データを用いて追加調達の判断を行い、必要に応じて余力活用により追加で
調整力を確保した上で実需給を迎えることになる。

調達先
実需給 前日 ～ 実需給 当日

13時 ～ 15時 ～ GC 実需給

需給調整市場

余力活用

三次②前日調達
（1σ相当値）

追加調達
が必要か

No

Yes

調達力
発動

余力活用（追加起動）
①：3σ相当値に対する不足分を調達
②：1σ相当値に対する不足分を調達

②

1σ相当値
調達済か

No

Yes

①
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◼ アンサンブル予報の信頼度階級予測技術は、現行の主たる三次②必要量算定手法となっており、過去の再エネ
予測誤差実績をもとに事前作成した２種類の三次②必要量テーブルを、翌日の日射量予測と信頼度階級予測
（信頼度高／信頼度低）によって使い分けることで必要量を算定する手法である。

気象会社 一般送配電事業者

信頼度A(高い)

信頼度B(低い)

日射量予測や天候データから翌日の予測信頼度(A,B)を設定・配信

・日射量予測や天候
データから予測の下振れ
に対する基準を設定

・その基準に従い、相対
的に予測の下振れ幅が
小さい日を予測信頼度
Aと設定

信頼度A

信頼度B

Aテーブルを使用

A＋Bテーブルを使用※

例:４月におけるブロック4、出力予測値50~60%の場合

or

例:

出
力
予
測
値
は
ど
ち
ら
も
50

～
60

％

アンサンブル予報について（信頼度階級予測による必要量算定手法）

※三次②の効率的な調達の実施に伴い、信頼度Bの日はノンアンサンブルテーブル（A＋Bテーブル）を活用している。



17北陸エリアにおけるアンサンブル予報（1σ対応）の導入について

◼ 三次②の効率的な調達の開始以降、北陸エリアでは1σ必要量において、3σ相当値誤差に対応した信頼度階級
予測を適用したところ、従来（信頼度階級予測を活用しない場合）の必要量と比較して必要量が増加するため、
アンサンブル予報を活用した取り組みを実施していなかった。

◼ この点、第112回本委員会（2025年10月22日）において、2024年12月より関西エリアで先行導入していた
“1σ相当の予測誤差に対応した信頼度階級予測”について、北陸エリアでも効果が期待できる見通しとなったため、
2025年10月よりアンサンブル予報を導入したことを報告したところ。

◼ 第59回需給調整市場検討小委員会（以下、「小委員会」という。）（2026年1月20日）での三次②必要量
に関する2025年度事後検証において、導入後１ヶ月ではあるが、低減効果が出始めていることが確認できている。

出所）第59回需給調整市場検討小委員会（2026年1月20日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/59.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/59.html


18（参考） 第112回本委員会における需給調整市場検討小委員会の上期報告（2025年度）

出所）第112回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2025年10月22日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chousei_jukyu/112.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chousei_jukyu/112.html


19（参考） １σ相当の予測誤差に対応した信頼度階級予測について

◼ 信頼度階級予測においては、日射量予測（下図赤線）とアンサンブル予報を活用した信頼区間の下端値（下図
青線）の差分をもとに、振り分け基準を設定し、翌日断面の信頼度階級（A or B）を決定している。

◼ 今回、効率的な調達における調達量1σ相当に合わせて、日射量予測誤差の信頼区間（信頼度判定）も1σ化
することにより、従前の手法に比べて、より実態に即した信頼度階級判定が可能となったことで、１σ相当値の調達に
おいても、三次②必要量の低減につながっている。

日α 日β

信
頼
区
間

1
σ

3
σ

0:00 23:30

全天日射量
[W/M2]

差の面積が
小さいため

信頼度A(高)

0:00 23:30

全天日射量
[W/M2]

差の面積が
小さいため

信頼度A(高)

0:00 23:30

全天日射量
[W/M2]

差の面積が
小さいため

信頼度A(高)

0:00 23:30

全天日射量
[W/M2]

差の面積が
大きいため

信頼度B(低)

アンサンブル予報による
統合予測値

信頼区間の下端値
(1σまたは3σ)

同じ日でも
信頼度が
異なる
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◼ 三次②必要量の算定は、全体の再エネ予測誤差である 「前日から実需給面の誤差」から「GCから実需給の誤差
（複合商品の対応分）」を控除することとしており、本来的には複合商品の追加調達有無※により控除量を使い分
けるのが望ましいとしつつ、三次②の効率的な調達の早期導入の観点から、追加調達の有無に依らず、複合商品の
1σ相当値を一律で控除している。

◼ この点、一般送配電事業者側の準備（ツール整備等）が整ったため、2026年度の全商品の前日取引化開始に
合わせて複合商品の必要量に応じた控除量の使い分け運用を開始することとしている。

三次②必要量における複合商品の必要量に応じた控除量の使い分け（2026年度～）

三次②必要量
三次②必要量

「前日予測値 ー 実績値」
の再エネ予測誤差の1σ相当値

複合商品
必要量

3σ相当値の調達
（年間の16%相当）

「GC予測値 ー 実績値」
の再エネ予測誤差の1σ相当値

「GC予測値 ー 実績値」
の再エネ予測誤差の３σ相当値

複合商品対応分（1σ調達） 複合商品対応分（3σ調達）

1σ相当値の調達
（年間の84%相当）

複合商品の必要量判断 三次②必要量の算定式

広域予備率が閾値以上
(複合商品で1σ相当値を調達)

「前日予測値-実績値」の1σ相当値
– 「GC予測値-実績値」の1σ相当値 (複合商品対応分)

広域予備率が閾値未満
(複合商品で3σ相当値を調達)

「前日予測値-実績値」の1σ相当値
– 「GC予測値-実績値」の3σ相当値 (複合商品対応分)

出所）第58回需給調整市場検討小委員会（2025年11月13日）資料4より抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/58.html

※ 2026年度の前日取引化以降は週間取引がなくなるため、追加調達判断から調達量判断といった建付けに変化。

https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/58.html


21（参考） 現行の前日市場での三次②必要量について

◼ 三次②必要量は本来的には右下図の案B（週間商品の必要量に応じて控除量を使い分け）が望ましいとしつつ、
過去、三次②の効率的な調達を導入するにあたって、実務面および早期実現性を考慮して、まずもっては左下図の
案A（週間商品の必要量に依らず控除量を固定）での運用を採用していたところ。

◼ 第58回小委員会（2025年11月13日）にて、2026年度からの前日取引化開始のタイミングに合わせて、更なる
三次②必要量の低減にも資する本運用を実施していくこととした。

出所）第42回需給調整市場検討小委員会（2023年9月27日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/42.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/42.html


22再エネ予測データと三次②必要量の関係性

◼ 再エネ予測データと三次②の関係性については以下の通りであり、効率的な調達を導入した現行の三次②必要量
に影響する再エネ予測データは、前日6時、前日15時の2断面のものとなる。

➢ 前日6時の再エネ予測値（FIT再通知）：三次②必要量の算定に活用

➢ 前日15時の再エネ予測値：追加調達判断と追加調達量の算定に活用

◼ なお、気象情報を取得してから再エネ出力予測を算出するにあたり、6+α時間程度が必要とされている。

市
場
取
引

再
エ
ネ
予
測
デ
ー
タ

F
IT

特
例

1

回
目
通
知

需
給
調
整
市
場

（
前
日
）

時間前市場
調
整
力

k
W

h

市
場

（
イ
ン
バ
ラ
ン
ス

対
応
）

GC
ス
ポ
ッ
ト
市
場

実
需
給

前々日
当
日

余力活用契約

前日

16時

気象
情報

17時14時10時

15時

9時

６時

気象
情報

21時

前日15時
再エネ予測値

15時

気象
情報

9時

追加調達
判断

※ 気象情報の時刻については一例であり、一般送配電事業者ごとで異なる

FIT特例再通知
（前日予測値）



23（参考） 気象データから再エネ出力予測までの流れ

出所）第38回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2019年4月19日）資料3-2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chousei_jukyu/38.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chousei_jukyu/38.html


24（参考） 気象庁の情報取得からFIT通知までに要する時間

出所）第43回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2019年9月30日) 資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chousei_jukyu/43.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chousei_jukyu/43.html


25

1. 再エネ予測と三次②必要量の関係性について

2. 三次②必要量低減に向けた取り組み状況について

2-1. NEDO事業での開発技術の実装について

2-2. 今後のNEDO事業について

3. まとめ

目次



26再エネ予測精度向上に向けた技術開発について（NEDO事業）

◼ 前章の通り、三次②は再エネ予測誤差に備えた調整力であり、再エネ出力の予測精度が低ければ調達量が増大し、
調達コストが増大してしまうことから、継続した再エネの予測誤差の精度向上の取り組みが求められている。

◼ これを踏まえ、NEDOの委託事業である「翌日および翌々日程度先の日射量予測が大きく外れる課題を解決する
ための技術開発」（過年度NEDO事業）によって、日射量モデルや複数の気象モデルを組み合わせた日射量予測
技術の研究開発が実施されてきた。

➢ 2021～2024年度：先進的共通基盤技術開発／翌日および翌々日程度先の日射量予測技術の開発

【研究開発主体：日本気象協会】

◼ 過年度NEDO事業の完了後、新たなNEDOの委託事業として、「発電量高度予測に向けた日射量高精度予測
技術開発」が開始され、前日夕方から当日朝にかけて活用可能な高精度日射量予測技術や、調整力低減に資す
る予測値統合技術、信頼度情報作成技術等の研究開発が開始された。

➢ 2025～2029年度：発電設備の長期安定電源化技術開発／発電量高度予測に向けた日射量高精度予測技術開発

【研究開発主体：日本気象協会】
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28過年度NEDO事業に関する三次②必要量低減に向けた取り組みについて

◼ 第80回本委員会（2022年12月26日）では、過年度NEDO事業に関して、最終的な技術開発結果が得られ
るまでの間においても、技術開発に関する知見・データから三次②必要量の低減の示唆が得られれば、新たな気象
予測技術の実装を図っていくこととしていた。

◼ 足元で実装可能な三次②必要量低減の取り組みとして、「複数気象モデルの導入」及び「アンサンブル予報に基づく
日射量の信頼度階級予測を活用した必要量算定手法」をそれぞれ2022年度及び2023年度から導入している。

◼ これら先行的に導入した技術は、その後も過年度NEDO事業内でブラッシュアップされており、加えて、「日射量予測
に特化した気象モデル」といった過年度NEDO事業での開発技術は、2026年度中に実装可能となる見込みである。

◼ また、過年度NEDO事業における開発技術であり、アンサンブル予報のひとつである「信頼区間幅予測」については、
第58回小委員会（2025年11月13日）にて、現行手法である信頼度階級予測による必要量算定手法と併用
しながら導入していく方向を示し、今後、導入に向けた更なる検証と検討を実施していくところ。

再エネ予測精度
向上の取り組み

概要 導入時期/方針

複数気象モデルの統合及び
日射量予測に特化した気象

モデルの開発

• 複数の気象モデルの統合により日射量の大外
しを防止する技術

• 日射量やそれに関係する雲の動きをより一層
正確に予測可能な気象モデルの開発

• 2026年度中に実装可能予定
（複数の気象モデルの統合に関しては、先行的に

2022年度から一部導入済）

アンサンブル予報の活用
（信頼度階級予測）

• 日射量予測の信頼度階級により信頼度が高
い日と低い日に分類する技術

• これを基に過去実績より事前作成した必要量
テーブルを使い分ける

• 2026年度中に実装可能予定
（先行的に2023年度から一部導入済）
• アンサンブル予報における1σ相当の予測誤差に

対応した信頼度階級予測は順次導入中

アンサンブル予報の活用
（信頼区間幅予測）

• 日射量の信頼区間から直接、太陽光発電の
下振れリスク量（必要量）を算出する技術

• 導入に向けた更なる検討及び検討を実施中



29過年度NEDO事業について（１／３）

◼ 過年度NEDO事業（2021～2024年度）では、翌日および翌々日程度先の日射量予測が大きく外れる課題を
解決するための日射量予測精度向上のため、以下3つの予測技術の開発を実施していた。

① 日射量予測に特化した気象モデルに係る技術開発

② 気象モデルの不完全性を補う手法として、複数機関の気象モデル予測値の統合に係る技術開発

③ 誤差の信頼性を事前に把握する手法として、アンサンブル予報に基づく信頼度予測に係る技術開発

出所）NEDO 発電量高度予測に向けた日射量高精度予測技術開発 気象勉強会 兼 連絡会（2025年12月8日）資料5



30過年度NEDO事業について（２／３）

◼ 技術開発のうち、「①気象モデルの開発」および「②複数の気象モデルの統合」は、日射量予測精度の向上に寄与
する技術であり、三次②の調達においては、【前日予測値 ー 実績値】の低減に伴う必要量低減、ならびに必要量
テーブルは日射量により決定されることから、より適切な必要量の決定が期待できる。

◼ また、「③アンサンブル予報に基づく信頼度予測」では、予測誤差の信頼性を事前に把握することができることから、
信頼度予測に応じて過去実績を区分し、信頼度「高」・「低」に応じた必要量テーブルを作成して使い分けることで、
より適切な必要量の決定が期待できる。

「前日予測値ー実績値」
の再エネ予測誤差の3σ

「GC予測値 ー 実績値」
の再エネ予測誤差の3σ

三次②
必要量

予測信頼度により用いるテーブル
を選択し、各ブロックの出力予測
に応じて、必要量を決定する

算定式にもとづき必要量を算出

必要量の決定

例:４月におけるブロック4、
出力予測値50~60%の場合、
該当する必要量テーブルの量を募集する

4月
ブロック1

(0時～3時)

ブロック2

(3時～6時)

ブロック3

(6時～9時)

ブロック4

(9時～12時)

ブロック5

(12時～15

時)

ブロック6

(15時～18

時)

ブロック7

(18時～21

時)

ブロック8

(21時～24

時)

0～10% 5.5 7.9 10.9 14.0 17.1 20.1 23.2 85.1

10～20% 0.0 72.0 145.0 218.1 291.2 364.3 36.6 0.0

20～30% 0.0 53.8 326.6 497.0 667.5 278.7 46.6 0.0

30～40% 0.0 144.8 708.1 1271.5 1241.3 108.9 56.6 0.0

40～50% 0.0 18.0 621.0 1147.1 1038.5 329.7 66.7 0.0

50～60% 0.0 138.8 533.8 1022.7 1207.6 1159.0 35.0 0.0

60～70% 0.0 40.3 612.2 1100.9 1589.7 1293.1 23.8 0.0

70～80% 0.0 97.9 522.5 907.4 1347.1 1154.2 12.7 0.0

80～90% 0.0 104.0 432.9 943.2 1104.4 1015.2 107.2 0.0

90～100% 0.0 54.3 628.7 979.0 1021.6 1064.3 50.0 0.0

母集団データ
→ 過去の予測誤差データ

（予測値・実績値）

三次②必要量算定と必要量テーブル作成

③アンサンブル予報に基づく信頼度予測
→過去実績を区分しデータ信頼度向上 ③アンサンブル予報に基づく信頼度予測

→必要量決定の信頼度向上

①気象モデルの開発
②複数モデルの統合
→適切な必要量を決定

①気象モデルの開発
②複数モデルの統合
→必要量低減

4月
ブロック1

(0時～3時)

ブロック2

(3時～6時)

ブロック3

(6時～9時)

ブロック4

(9時～12時)

ブロック5

(12時～15

時)

ブロック6

(15時～18

時)

ブロック7

(18時～21

時)

ブロック8

(21時～24

時)

0～10% 5.5 7.9 10.9 14.0 17.1 20.1 23.2 85.1

10～20% 0.0 72.0 145.0 218.1 291.2 364.3 36.6 0.0

20～30% 0.0 53.8 326.6 497.0 667.5 278.7 46.6 0.0

30～40% 0.0 144.8 708.1 1271.5 1241.3 108.9 56.6 0.0

40～50% 0.0 18.0 621.0 1147.1 1038.5 329.7 66.7 0.0

50～60% 0.0 138.8 533.8 1022.7 1207.6 1159.0 35.0 0.0

60～70% 0.0 40.3 612.2 1100.9 1589.7 1293.1 23.8 0.0

70～80% 0.0 97.9 522.5 907.4 1347.1 1154.2 12.7 0.0

80～90% 0.0 104.0 432.9 943.2 1104.4 1015.2 107.2 0.0

90～100% 0.0 54.3 628.7 979.0 1021.6 1064.3 50.0 0.0

信頼度の高さに応じた２種類のテーブル
（月/時間帯/出力帯ごと）を作成

4月
ブロック1

(0時～3時)

ブロック2

(3時～6時)

ブロック3

(6時～9時)

ブロック4

(9時～12時)

ブロック5

(12時～15

時)

ブロック6

(15時～18

時)

ブロック7

(18時～21

時)

ブロック8

(21時～24

時)

0～10% 5.5 7.9 10.9 14.0 17.1 20.1 23.2 85.1

10～20% 0.0 72.0 145.0 218.1 291.2 364.3 36.6 0.0

20～30% 0.0 53.8 326.6 497.0 667.5 278.7 46.6 0.0

30～40% 0.0 144.8 708.1 1271.5 1241.3 108.9 56.6 0.0

40～50% 0.0 18.0 621.0 1147.1 1038.5 329.7 66.7 0.0

50～60% 0.0 138.8 533.8 1022.7 1207.6 1159.0 35.0 0.0

60～70% 0.0 40.3 612.2 1100.9 1589.7 1293.1 23.8 0.0

70～80% 0.0 97.9 522.5 907.4 1347.1 1154.2 12.7 0.0

80～90% 0.0 104.0 432.9 943.2 1104.4 1015.2 107.2 0.0

90～100% 0.0 54.3 628.7 979.0 1021.6 1064.3 50.0 0.0



31（参考） 過年度NEDO事業の取り組み①：
日射量予測に特化した気象モデルに係る技術開発

◼ 翌日および翌々日程度先の日射量予測には、一般に気象モデルによる数値予報結果が活用されるが、この気象
モデルを用いた数値予報には必ず実績との誤差が含まれる。

◼ 世界各国の気象機関や民間の気象会社がそれぞれ異なる気象モデルを運用しているが、複数モデルの何れでも
予測誤差が大きい場合もあることから、日射量予測に特化した気象モデルの技術開発を実施。

出所）NEDO 発電量高度予測に向けた日射量高精度予測技術開発 気象勉強会 兼 連絡会（2025年12月8日）資料5



32（参考） 過年度NEDO事業の取り組み②：
複数機関の気象モデル予測値の統合に係る技術開発

◼ 単一の気象モデルを利用する場合、実績に近い値を予測できる日が多い一方で、予測が大きく外れる日も存在する。

◼ 複数機関のモデル予測値を利用する場合でも、平均的な予測精度の向上のみならず、日射量予測が大きく外れる
事象の改善は課題であり、複数モデル予測値の最適な組み合わせ手法の技術開発を実施。

◼ 2022年度の先行導入以降も、更に改良がおこなわれ、現在導入しているモデルよりもより多くの海外気象モデル、
及び、未導入である日射量予測へ特化したモデルを追加し、日射量予測を行うことが可能となっている。

出所）NEDO 発電量高度予測に向けた日射量高精度予測技術開発 気象勉強会 兼 連絡会（2025年12月8日）資料5



33（参考） 過年度NEDO事業の取り組み③：
アンサンブル予報に基づく信頼度予測に係る技術開発

◼ 日射量予測が大きく外れる課題が改善しても、予測大外しをゼロにすることは難しい。

◼ 日射量予測の信頼度情報として、アンサンブル予報を活用した大外しの検知手法があり、この手法を活用することで
日射量予測が大きく外れる事象を信頼度情報としてより一層正確に予測するための技術開発を実施。

◼ 2023年度の先行導入以降も、活用するアンサンブルモデルの増加や機械学習の導入といった改良が為されている。

出所）NEDO 発電量高度予測に向けた日射量高精度予測技術開発 気象勉強会 兼 連絡会（2025年12月8日）資料5



34過年度NEDO事業について（３／３）

◼ 過年度NEDO事業の目的であった「翌日および翌々日程度先の日射量予測の誤差低減」に関しては、これまで、
第92回本委員会（2023年11月17日）にて中間目標である誤差10%以上の低減達成を報告していたところ。

◼ 今回、NEDO再生可能エネルギー分野成果報告会（2025年7月15日～7月17日）において、本事業における
最終目標であった最大誤差20%以上（全国エリア平均23%）の低減の達成が報告されており、今後、開発技術
の実装に伴う再エネ予測精度向上ならびにそれによる三次②必要量低減が期待できる。

出所）NEDO再生可能エネルギー分野成果報告会（2025年7月15日-7月17日）プログラムNo.2-10より
https://www.nedo.go.jp/content/800031734.pdf

https://www.nedo.go.jp/content/800031734.pdf


35信頼区間幅予測を活用した三次②必要量算定について（１／２）

◼ 過年度NEDO事業において開発されたアンサンブル予報技術のひとつに、信頼区間幅予測技術がある。

◼ これは日射量予測の下振れ予測から、太陽光発電の下振れリスク量（調整力必要量）を算定する手法であるが、
日射量より直接的に必要量相当値を算定できることになるため、日射量予測精度の向上の恩恵を受けやすいといっ
た利点をもつ必要量算定手法である。（ただし日射量そのものの予測が外れる可能性もある）

◼ 第58回小委員会（2025年11月13日）にて、信頼区間幅予測を用いた手法により、中部エリアにおける三次②
必要量を試算したところ、コマによっては現行手法である信頼度階級予測よりも必要量が増加することを報告した。

◼ これは諸元データが中部エリアの実運用向けに未チューニング（対象範囲やメッシュ粒度等が未調整）であることや、
数値モデルの数値計算上、過去実績以上のリスクを含む予測が出力される場合がある等が影響したと考えられる。

出所）第58回需給調整市場検討小委員会（2025年11月13日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/58.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/58.html


36信頼区間幅予測を活用した三次②必要量算定について（２／２）

◼ この点、現行手法において算定される必要量は過去実績に基づくものであり、小委員会の事後検証において毎年度、
安定供給上の問題がなかったことを確認してきたことを踏まえると、現行手法で算定される必要量を上限として、今後、
２つの算定手法を併用する形で信頼区間幅予測を導入していく方向が第58回小委員会にて合わせて示された。

◼ 他方で、前述のとおり、１エリアで、かつ、過年度NEDO事業段階のデータを用いた試算であるため、同手法について、
今後、実運用に即したデータを用いて、一般送配電事業者と連携しつつ検証、検討を行っていくこととしている。

出所）第58回需給調整市場検討小委員会（2025年11月13日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/58.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/58.html


37（参考） 信頼区間幅予測による気象予測精度の向上について

◼ 過年度NEDO事業での信頼区間幅予測の検証において、現行の三次②算定手法である信頼度階級予測よりも、
信頼区間幅予測の方が、より正確な気象予測が可能であることが報告されており、再エネ予測精度の向上とそれに
伴う三次②必要量低減が期待されていることを示していた。

出所）第92回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2023年11月17日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chousei_jukyu/92.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chousei_jukyu/92.html
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39新規NEDO事業について

◼ 2024年度末で完了した過年度NEDO事業に続き、新規のNEDO事業が2025年9月より開始された。

◼ 新規NEDO事業では、将来的な同時市場も見据え、前日夕方～当日朝を対象断面とした日射量予測技術の開
発を中心に、調整力確保量低減に資する予測値統合技術や信頼度情報作成技術の開発を実施していく。

◼ 対象断面を踏まえると、直接的に三次②必要量（予測対象断面：前々日～前日）を削減する技術開発を行う
ものではないが、根底にある技術は同様であることから、現行の三次②必要量低減にも供する気象予測を改善する
知見やデータが得られる可能性もあると考えられるため、有用な示唆が得られればプロジェクト途上であっても、足元
の再エネ予測へと反映していくこととしたい。

出所）NEDO 発電量高度予測に向けた日射量高精度予測技術開発 気象勉強会 兼 連絡会（2025年12月8日）資料4より一部抜粋

新規NEDO事業における技術開発の目的及び全体目標



40（参考） 再エネ予測精度向上の技術開発においてターゲットとなる時間断面について

◼ 第103回本委員会（2024年11月26日）において、導入検討している将来的な同時市場での議論を踏まえると、
より実需給に近い前日～当日といった断面での再エネ予測精度も今後重要となり得ることをお示ししていた。

◼ 新規NEDO事業においては、この部分の時間断面の精度向上も視野に入れた研究開発となっている。

出所）第103回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2024年11月26日）資料1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chousei_jukyu/103.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chousei_jukyu/103.html


41新規NEDO事業における技術開発の概要

出所）NEDO 発電量高度予測に向けた日射量高精度予測技術開発 気象勉強会 兼 連絡会（2025年12月8日）資料4

◼ 新規NEDO事業では、基礎技術として「決定論予測」、「アンサンブル予測」、「基盤入力モデルの特性把握」を行い、
その後、社会実装を見据えた実用化技術の開発を進めていくといった方向性が示されている。



42（参考） 新規NEDO事業の取り組み①：前日・当日予測の基盤モデル開発

出所）NEDO 発電量高度予測に向けた日射量高精度予測技術開発 気象勉強会 兼 連絡会（2025年12月8日）資料4



43（参考） 新規NEDO事業の取り組み②：前日・当日予測の基盤モデル開発

出所）NEDO 発電量高度予測に向けた日射量高精度予測技術開発 気象勉強会 兼 連絡会（2025年12月8日）資料4



44（参考） 新規NEDO事業の取り組み③：AI技術を活用したアンサンブル予測モデル開発

出所）NEDO 発電量高度予測に向けた日射量高精度予測技術開発 気象勉強会 兼 連絡会（2025年12月8日）資料4



45（参考） 新規NEDO事業の取り組み④：
社会実装を見据えた各種モデルの統合技術と信頼度予測技術の開発

出所）NEDO 発電量高度予測に向けた日射量高精度予測技術開発 気象勉強会 兼 連絡会（2025年12月8日）資料4



46（参考） 新規NEDO事業の取り組み⑤：発電量予測精度向上のための技術開発

出所）NEDO 発電量高度予測に向けた日射量高精度予測技術開発 気象勉強会 兼 連絡会（2025年12月8日）資料4
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48まとめ

◼ 気象予測精度の向上に係る技術開発について、過年度NEDO事業（～2024年度）としては最終目標であった
再エネ予測における最大誤差20％以上の低減が達成されており、開発成果の実装による再エネ予測精度向上と、
それに伴う三次②必要量の低減が期待できる。（2026年度中に社会実装される見通し）

◼ 加えて、開発したアンサンブル予報の一つとなる信頼区間幅予測については、現行の三次②必要量算定手法である
信頼度階級予測と組み合わせた新手法での活用に向けて、現在、一般送配電事業者と検証・検討を進めている。

◼ また、今年度からの新規NEDO事業（2025年度～）は、前日夕方から当日朝断面での気象予測精度向上を
目指したプロジェクトであるが、根底にある技術は同様であることから、現行の三次②必要量低減にも供する技術や
知見が得られれば、プロジェクト途上であっても、足元の再エネ予測へと反映していくこととしたい。

◼ これらの取り組みについては、引き続き気象勉強会や本委員会等を通じ、検討を進めていくこととしたい。

気象予測精度
向上に係る
技術開発

一般送配電事業者

技術開発に関す
る知見・データ

実装に向けた議論

実装に向けた分析・検討

気象勉強会等
気象の専門家を

含む関係者
反映

（気象会社と連携）

複数の気象モデルの活用技術の開発

アンサンブル予報の活用技術の開発

日射量に特化した気象モデルの開発

予測へ実装

状況確認

本委員会

予測へ実装 予測へ実装

実装方針

実装に向けた議論 実装に向けた議論

2024年度末

過年度NEDO事業の着実な社会実装準備

過年度
NEDO
事業

過年度
NEDO
事業

とりまとめ

新規NEDO事業の技術開発
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